
■
環
境
に
配
慮
し
た
運
輸
、
エ
コ
カ
ー
地
球
環
境

　
海
運
や
鉄
道
の
業
界
は
環
境
負
荷
低
減
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
海
運
業
界
で
は
船
体
の
摩
擦
抵
抗
を
低
減
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
船
舶
を
導
入
。
企
業
の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
は
じ
め
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
部
材
や
商
品
の
調
達
先
な
ど
も
含
め
て
包
括
的
に

把
握
す
る
「
ス
コ
ー
プ
３
」
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
る
。
鉄
道
業
界
で
は
蓄
電
池
を

搭
載
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
を
導
入
す
る
な
ど
、
環
境
負
荷
低
減
が
経
営
戦
略
の

柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

新
シ
ス
テ
ム
・
新
航
行
技
術
採
用
燃
費
効
率
の
改
善
推
進

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
環
境
技
術
を
め
ぐ
る
開
発
競
争

が
過
熱
し
て
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

や
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

で
は
日
本
勢
、
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
と
小
排
気
量
化
し
た
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
で

は
欧
州
勢
が
先
行
す
る
構
図
。
た
だ
本
命
と
な
る
技
術

が
不
在
な
た
め
、
各
社
が
全
方
位
の
技
術
開
発
で
火
花

を
散
ら
す
。
究
極
の
エ
コ
カ
ー
と
さ
れ
る
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

で
は
、
膨
大
な
開
発
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
提
携
が
加
速
し
て
き
た
。
世
界
各
国

で
環
境
規
制
が
強
化
さ
れ
る
中
、
成
長
戦
略
の
カ
ギ
を

握
る
エ
コ
カ
ー
の
覇
権
争
い
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

Ｈ
Ｖ

Ｅ
　
Ｖ

国
内
で
本
格
的
普
及
期
に

海
　
運

日産自動車はＥＶ「リーフ」
を値下げし求めやすい価格に

エコカー開発競争過熱

鉄
道

ＪＲ貨物のＨＤ 形式ハイブリッド入換機関車

数値目標掲げ開発加速蓄電池駆動電車システムなど

環境負荷低減戦略の柱に

Ｆ
Ｃ
Ｖ

世
界
で
２
大
陣
営
が
誕
生

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

米・中国市場に商機

市場活性化策が続々

国
内
で
じ
わ
り
存
在
感

ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 　　

　
日
本
郵
船
は
空
気
潤
滑
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
「
Ｓ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
」
を
竣
工
し
た
。
気

し
ゅ
ん
こ
う

泡
に
よ
っ
て
船
体
の
摩
擦
抵

抗
を
低
減
す
る
こ
と
で
、
４

―
８
％
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

効
果
を
見
込
む
。
エ
ン
ジ
ン

の
過
給
機
か
ら
燃
焼
用
空
気

の
一
部
を
抜
き
出
し
て
船
底

に
導
き
、
船
舶
と
海
水
の
摩

擦
抵
抗
を
減
ら
し
て
エ
ン
ジ

ン
の
効
率
を
高
め
て
い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
会
社
の
日
之
出

郵
船

東
京
都
千
代
田
区

が
運
航
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
船

「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
と
「
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
」
に
は
す
で

に
送
風
機
に
よ
る
空
気
潤
滑

シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
船
は

喫
水
が
浅
い
た
め
同
シ
ス
テ

ム
に
適
し
て
い
る
が
、
喫
水

の
深
い
Ｓ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
に
も
適
用

す
る
こ
と
で
効
果
を
検
証
す

る
。
今
後
、
深
喫
水
船
へ
の

展
開
を
進
め
る
。

　
商
船
三
井
も
次
世
代
船
構

想
「
船
舶
維
新
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
環
境
に
配
慮

し
た
船
舶
の
開
発
を
進
め
て

い
る
。
２
０
１
２
年
６
月
に

竣
工
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
船
「
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｄ

　
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
も
そ
の
一
環
。

航
海
中
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
で
発
電
し
た
電
力
を
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
蓄

え
、
停
泊
中
は
こ
れ
を
消
費

し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

を
停
止
。
排
ガ
ス
を
な
く
す

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
同
社
は
船
舶
の

航
行
に
お
け
る
環
境
技
術
の

一
つ
で
あ
る
「
最
適
ト
リ
ム

シ
ス
テ
ム
」
を
三
井
造
船
昭

島
研
究
所

東
京
都
昭
島

市

と
共
同
開
発
し
た
。
船

首
を
沈
め
た
状
態
で
航
走
す

る
こ
と
で
、
燃
費
効
率
の
改

善
に
つ
な
げ
る
。
従
来
は
船

尾
を
沈
め
た
状
態
で
航
走
す

る
の
が
一
般
的
だ
が
、
船
長

の
経
験
に
基
づ
い
た
航
行
姿

勢
の
知
見
を
生
か
し
て
自
動

車
船
で
検
証
し
た
結
果
、
最

大
４
％
の
燃
費
改
善
効
果
が

確
認
で
き
た
。
商
船
三
井
は

今
後
こ
う
し
た
技
術
を
広
げ

る
考
え
だ
。

　
ま
た
、
海
運
業
界
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
の
が

「
バ
ラ
ス
ト
水
」
へ
の
対
応

だ
。
バ
ラ
ス
ト
水
は
無
積
載

で
出
港
す
る
と
き
の
重
し

で
、
出
港
地
の
海
水
を
船
底

な
ど
に
積
み
込
み
、
荷
物
を

積
ん
だ
後
、
排
出
す
る
。
バ

ラ
ス
ト
水
の
排
出
は
、
海
洋

生
物
を
越
境
移
動
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
こ
の
た
め

海
洋
生
態
系
や
生
物
多
様
性

に
影
響
を
与
え
る
と
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
処
理
装
置
の
搭

載
な
ど
の
規
制
が
強
化
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
国
際
海
事
機
関

Ｉ
Ｍ
Ｏ

で
は

年
に

「
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
条
約
」

を
採
択
し
、
発
効
に
向
け
批

准
が
進
ん
で
い
る
。

　
商
船
三
井
は
就
航
中
の
大

型
原
油
タ
ン
カ
ー
に
バ
ラ
ス

ト
水
処
理
装
置
を
搭
載
す
る

予
定
で
、
搭
載
工
事
や
運
用

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
バ

ラ
ス
ト
水
管
理
条
約
へ
の
対

応
を
円
滑
に
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
日
本
郵
船
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
デ
ー
タ

に
つ
い
て
、
ス
コ
ー
プ
３
に

対
応
し
て
算
出
し
、
正
確
な

数
値
を
開
示
し
て
い
る
と
の

第
三
者
検
証
機
関
に
よ
る
保

証
書
を
取
得
し
て
い
る
。
ス

コ
ー
プ
３
に
対
応
し
た
デ
ー

タ
の
集
計
、算
出
、開
示
が
、

第
三
者
検
証
機
関
に
よ
る
検

証
を
受
け
、
保
証
書
を
取
得

し
た
の
は
、
海
運
業
界
で
は

世
界
で
初
め
て
と
な
る
。
日

本
郵
船
で
は
よ
り
広
範
に
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
を
把
握
し
、

削
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
鉄
道
は
自
動
車
に
比
べ
て

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
少
な
い
乗

り
物
で
あ
る
こ
と
が
強
み
。

し
か
し
自
動
車
の
環
境
技
術

に
お
け
る
開
発
が
進
む
中

で
、
そ
の
優
位
性
を
失
わ
な

い
た
め
に
も
数
値
目
標
を
掲

げ
て
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
蓄
電
池
駆

動
電
車
シ
ス
テ
ム
「
Ｎ
Ｅ
　

Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
　
ス
マ
ー
ト
電

池
く
ん
」
を

年
春
か
ら
烏

山
線
で
実
用
化
す
る
。
蓄
電

池
駆
動
電
車
シ
ス
テ
ム
は
車

両
に
大
容
量
の
蓄
電
池
を
搭

載
す
る
こ
と
で
、
架
線
の
な

い
非
電
化
区
間
を
走
行
が
可

能
に
な
り
、
気
動
車
の
エ
ン

ジ
ン
か
ら
発
生
す
る
排
ガ
ス

の
解
消
や
Ｃ
Ｏ
２
、
騒
音
を

低
減
す
る
。
電
化
区
間
は
通

常
の
電
車
と
同
様
に
架
線
か

ら
の
電
力
で
走
行
し
な
が

ら
、
蓄
電
池
に
電
力
を
充

電
。
非
電
化
区
間
で
は
蓄
電

池
の
電
池
で
走
行
す
る
。
烏

山
駅

栃
木
県
那
須
鳥
山

市

に
設
置
す
る
専
用
の
充

電
設
備
で
走
行
に
必
要
な
充

電
を
行
う
。
当
初
は
１
編
成

１
編
成
は
２
両

を
投
入

す
る
が
、
将
来
的
に
は
全
車

両
を
新
型
車
両
に
置
き
換
え

る
。

　
さ
ら
に
長
期
的
な
展
望
と

し
て
、
蓄
電
池
駆
動
電
車
シ

ス
テ
ム
の
導
入
路
線
を
広
げ

る
計
画
で
、
烏
山
線
へ
の
先

行
導
入
は
試
験
的
な
意
味
合

い
も
あ
る
。
「
山
手
線
な
ど

に
蓄
電
池
駆
動
電
車
シ
ス
テ

ム
を
導
入
で
き
れ
ば
、
架
線

が
な
く
な
り
、
都
内
の
景
観

も
大
き
く
変
わ
る
」

冨
田

哲
郎
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長

と
、
未
来
図
を
描
く
。

　
こ
の
他
、
技

術
革
新
に
よ
る

環
境
負
荷
低
減

も
進
め
て
い

る
。
３
月
に
は

東
北
新
幹
線

は
や
ぶ
さ
の

Ｅ
５
系
車
両
が

国
内
最
高
速
度

の
時
速
３
２
０

運
転
を
開

始
す
る
。
Ｅ
５

系
車
両
は
従
来

の
車
両
に
比

べ
、
消
費
電
力

の

％
低
減
を

実
現
し
て
お

り
、
速
度
を
上

げ
な
が
ら
、
消

費
電
力
を
減
ら

す
こ
と
に
成
功
し
た
。
今
後

も
時
速
３
６
０

を
目
標

に
技
術
開
発
を
進
め
る
が
、

速
さ
だ
け
で
な
く
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
技
術
革
新
の
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
機
関
車
「
Ｈ
Ｄ
３

０
０
」
を
開
発
、

年
度
に

既
存
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

と
の
置
き
換
え
を
進
め
る
。

Ｈ
Ｄ
３
０
０
は
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
荷
物
を
積
み

替
え
た
貨
物
車

両
を
、
架
線
が

な
い
線
路
か
ら

本
線
に
移
す
際

に
け
ん
引
す
る

入
換
機
関
車
。

従
来
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
車
に

比
べ
て
燃
料
消

費
量
で

％
、

窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

排

出
量
で

％
低

減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
Ｈ
Ｄ
３
０
０

は
動
力
源
と
し

て
、
エ
ン
ジ
ン

発
電
機
と
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
を
直
列

に
並
べ
る
「
シ
リ
ー
ズ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
」
を
採
用
し

て
い
る
。
エ
ン
ジ
ン
発
電
機

で
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
、
蓄

電
池
か
ら
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
合
わ
せ
て
モ
ー
タ
ー
に

供
給
。
入
換
機
関
車
は
貨
物

車
両
を
駅
の
中
で
け
ん
引
す

る
た
め
、
起
動
時
に
は
大
き

な
力
が
必
要
だ
が
、
構
内
の

走
行
は
短
距
離
で
低
速
。
動

力
の
ほ
と
ん
ど
は
蓄
電
池
で

賄
う
こ
と
が
可
能
だ
と
い

う
。

　
ま
た
エ
ン
ジ
ン
、
蓄
電

池
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
搭

載
機
器
を
機
能
ご
と
に
集
約

し
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
こ
と

で
、
機
器
の
着
脱
が
容
易
に

な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

が
軽
減
し
た
。
今
後
の
技
術

の
進
展
に
よ
っ
て
は
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
燃
料
電

池
に
替
え
る
な
ど
の
展
開
も

容
易
に
な
る
。

　
現
状
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
デ
ィ

ー
ゼ
ル
の
入
換
機
関
車
を
１

１
０
両
程
度
持
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
が

年
以
上
走
行

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
の
車
両
を
導

入
す
る
こ
と
で
環
境
に
対
応

し
な
が
ら
、
耐
用
年
数
が
迫

っ
て
い
る
車
両
の
置
き
換
え

を
進
め
る
。

▲
日
本
郵
船
の
空
気
潤
滑
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
「
Ｓ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
」

商
船
三
井
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
船
「
Ｅ
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｄ
　
Ａ
Ｃ
Ｅ
」

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
電
動

車
を
エ
コ
カ
ー
の
軸
と
し
て

い
る
。
と
は
い
え
、
新
興
国

市
場
を
見
据
え
て
既
存
の
ガ

ソ
リ
ン
車
の
価
格
上
昇
を
抑

え
て
低
燃
費
化
す
る
技
術
に

も
力
を
入
れ
始
め
て
い
る
。

な
か
で
も
脚
光
を
浴
び
る
の

が
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
。
エ

ン
ジ
ン
を
小
型
化
す
れ
ば
燃

費
が
良
く
な
る

が
、
そ
の
際
、
エ

ン
ジ
ン
に
過
給
器

を
搭
載
す
れ
ば
出

力
を
維
持
し
つ
つ

低
燃
費
化
で
き

る
。
Ｈ
Ｖ
や
Ｅ
Ｖ

と
比
べ
て
コ
ス
ト

を
抑
え
つ
つ
各
国

の
燃
費
規
制
の
体

制
に
対
応
で
き
る

技
術
だ
。

　
独
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン

Ｖ

Ｗ

な
ど
欧
州
勢

が
圧
倒
的
に
強
い

分
野
だ
が
、
日
本

勢
も
相
次
ぎ
投
入

し
始
め
た
。
日
産
自
動
車
が

年
に
発
売
し
た
小
型
車

「
ノ
ー
ト
」
は
、
直
噴
エ
ン

ジ
ン
と
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ

ャ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
こ
と

な
ど
で
、
燃
費
を
従
来
比
４

割
改
善
。
富
士
重
工
業
も

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
「
レ
ガ

シ
ィ
」
に
採
用
し
て
お
り
、

搭
載
車
種
を
拡
大
す
る
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
排
気
量

２
０
０
０

の
直
噴
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ
ン
に
タ
ー
ボ
チ
ャ

ー
ジ
ャ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、

２
５
０
０

並
み
の
出
力
の

車
両
を

年
に
投
入
す
る
。

電
動
車
重
視
の
同
社
だ
が
、

直
噴
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

車
が
米
国
と
中
国
と
い
う
世

界
２
大
市
場
で
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
可

欠
と
判
断
し
た
。

　
日
産
・
ル
ノ
ー
連
合
も
独

ダ
イ
ム
ラ
ー
と
１
３
０
０

の
直
噴
エ
ン
ジ
ン
と
タ
ー
ボ

チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
組
み
合
わ

せ
を
共
同
開
発
し
、

年
に

投
入
す
る
。

　
本
格
的
な
市
場
投
入
か
ら

約
２
年
が
経
過
し
た
Ｅ
Ｖ
。

次
世
代
エ
コ
カ
ー
の
一
つ
と

し
て
注
目
を
集
め
る
が
、
実

際
の
販
売
で
は
や
や
苦
戦
が

続
い
て
い
る
。
車
両
価
格
が

高
い
こ
と
や
、
充
電
１
回
当

た
り
の
走
行
距
離
が
短
い
点

な
ど
が
ネ
ッ
ク

だ
。
た
だ
Ｅ
Ｖ
分

野
を
リ
ー
ド
す
る

日
産
自
動
車
が
車

両
の
値
下
げ
に
踏

み
切
る
他
、
国
が

充
電
設
備
の
拡
充

に
動
く
な
ど
反
転

攻
勢
に
向
け
た
動

き
が
活
発
化
し
て

い
る
。

　
日
産
自
動
車
が

年
末
に
発
売
し

た
「
リ
ー
フ
」
。

年
末
ま
で
の
累

計
世
界
販
売
台
数

は
、
約
４
万
９
０

０
０
台
に
留
ま

る
。
こ
う
し
た
状

況
に
「
で
き
る
努

力
は
何
で
も
す
る
」
と
い
う

の
は
、
片
桐
隆
夫
日
産
自
動

車
副
社
長
。
リ
ー
フ
の
価
格

を
４
月
か
ら
約

万
円
下
げ

る
こ
と
を
決
め
た
。

年
度

の
政
府
補
助
金
が

年
度
と

同
額
に
な
っ
た
場
合
、
廉
価

グ
レ
ー
ド
は
約
２
２
１
万
円

に
な
る
。

　
短
い
走
行
距
離
を
補
う
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進

む
。
国
は

年
度
補
正
予
算

に
充
電
器
の
整
備
と
し
て
１

０
０
５
億
円
を
計
上
。

年

３
月
ま
で
に
急
速
充
電
器
３

万
６
０
０
０
基
、
普
通
充
電

器
７
万
４
０
０
０
基
を
整
備

す
る
計
画
。
ま
た
Ｅ
Ｖ
需
要

創
出
の
た
め
、
軽
自
動
車
に

比
べ
て
小
さ
い
１
、
２
人
乗

り
の
超
小
型
車
の
認
定
制
度

を
導
入
し
た
。

　
た
だ
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ホ

ン
ダ
は
Ｅ
Ｖ
に
消
極
的
で
、

業
界
一
丸
と
な
っ
て
Ｅ
Ｖ
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
機
運

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
状
況
で
、
Ｅ
Ｖ
は
名
実

と
も
に
存
在
感
を
高
め
て
い

け
る
の
か
。
ま
ず
は
値
下
げ

し
た
日
産
自
動
車
の
「
リ
ー

フ
」
の
販
売
動
向
が
注
目
さ

れ
る
。

　
国
内
新
車
市
場
で
は
ク
リ

ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

Ｄ
Ｅ

車
が
、
じ
わ
り
と

存
在
感
を
高
め
て
い
る
。

年
の
販
売
台
数

は
前
年
比
４
・

４
倍
の
約
４
万

台
と
大
幅
な
伸
び
。
マ
ツ
ダ

が
戦
略
車
を
投
入
す
る
な
ど

品
ぞ
ろ
え
拡
大
し
て
き
た
こ

と
を
背
景
に
、
燃
費
性
能
の

高
さ
や
軽
油
燃
料
の
安
さ
な

ど
が
再
評
価
さ
れ
て
き
た
格

好
。
Ｄ
Ｅ
車
追
加
を
検
討
す

る
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、
普
及

が
加
速
し
て
い
く
気
配
だ
。

　
Ｄ
Ｅ
車
は
排
気
ガ
ス
に
含

ま
れ
る
有
害
物
質
を
取
り
除

く
処
理
装
置
が
必
要
と
な
る

と
い
っ
た
要
因
で
車
両
価
格

が
高
い
こ
と
が
普
及
の
ネ
ッ

ク
だ
っ
た
。
ま
た
日
本
で
は

環
境
性
能
に
劣
る
旧
来
型
Ｄ

Ｅ
車
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
根

強
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
普

及
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
国
内
の
Ｄ
Ｅ
市

場
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の

が
マ
ツ
ダ
。

年
２
月
に
発

売
し
た
ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
車

Ｓ
Ｕ
Ｖ

「
Ｃ
Ｘ
―
５
」

に
Ｄ
Ｅ
仕
様
車
を
設
定
し

た
。
価
格
は
２
５
８
万
円
で

ガ
ソ
リ
ン
仕
様
と
の
価
格
差

を
約

万
円
に
抑
え
た
。
Ｄ

Ｅ
仕
様
の
販
売
台
数
比
率
は

約
８
割
に
の
ぼ
り
、
「
想
定

を
超
え
て
Ｄ
Ｅ
車
が
受
け
入

れ
ら
れ
て
き
た
」

マ
ツ

ダ

と
い
う
。

　

年
は
マ
ツ
ダ
と
足
並
み

を
合
わ
せ
る
よ
う
に
ビ
ー
・

エ
ム
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー

東
京

都
千
代
田
区

が
国
内
に
Ｄ

Ｅ
モ
デ
ル
を
初
投
入
し
た
。

さ
ら
に

年
１
月
に
は
三
菱

自
動
車
が
ミ
ニ
バ
ン
「
デ
リ

カ
Ｄ
：
５
」
の
Ｄ
Ｅ
仕
様
車

を
追
加
し
て
発
売
し
た
。
メ

ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
日
本

東
京
都
港
区

も
年
内
に

Ｄ
Ｅ
車
を
増
や
す
意
向
だ
。

　
た
だ
国
内
新

車
市
場
に
占
め

る
Ｄ
Ｅ
車
の
割

合
は
こ
れ
ま
で
１
％
以
下
に

留
ま
る
。
他
の
エ
コ
カ
ー
と

肩
を
並
べ
る
存
在
に
な
る
た

め
に
は
「
一
段
の
低
価
格
化

が
必
要
」

中
堅
自
動
車
メ

ー
カ
ー
幹
部

と
の
声
も
あ

る
。

　
「
Ｈ
Ｖ
は
普
及
の
フ
ェ
ー

ズ
に
入
っ
て
き
た
」
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
内
山
田
竹
志
副

会
長
は
国
内
の
環
境
技
術
の

潮
流
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　
２
０
１
２
年
の
Ｈ
Ｖ
の
国

内
販
売
台
数
は
、

年
比
約

２
倍
の

万
台
。
乗
用
車
市

場
に
限
れ
ば
Ｈ
Ｖ
の
比
率
は

年
に

年
比
６
・
７

増

の

・
６
％
に
ま
で
上
昇
し

た
。
新
車
の
５
台
に
１
台
が

Ｈ
Ｖ
と
い
う
計
算
だ
。
国
内

で
は
Ｈ
Ｖ
な
し
で
闘
う
こ
と

は
も
は
や
で
き
な
い
と
言
っ

て
い
い
。

　

年
は
三
菱
自
動
車
、
マ

ツ
ダ
、
富
士
重
工
業
の
３
社

が
Ｈ
Ｖ
に
新
規
参
入
す
る
。

Ｅ
Ｖ
を
エ
コ
カ
ー
の
本
命
と

す
る
日
産
自
動
車
も
「

Ｅ

Ｖ
化
の

途
中
経
過
と
し
て

必
然
」

志
賀
俊
之
最
高
執

行
責
任
者

と
し
、
現
在
３

車
種
の
Ｈ
Ｖ
を
簡
易
的
な
シ

ス
テ
ム
を
含
め
て
の
数
字
だ

が
、

年
度
ま
で
に

車
種

投
入
す
る
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
は

年
の

Ｈ
Ｖ
の
世
界
販
売
が
前
年
比

約
２
倍
の
１
２
１
万
台
と
念

願
の
１
０
０
万
台
の
大
台
を

初
め
て
超
え
た
。
現
在

車

種
を
展
開
し
て
お
り
、

年

末
ま
で
に
新
型

モ
デ
ル
を

投
入
す
る
。
ホ
ン
ダ
は
既
存

８
車
種
で
は
シ
ン
プ
ル
な
構

造
で
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る

も
の
の
、
燃
費
改
善
効
果
が

低
い
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
、

年

か
ら
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
た

状
態
で
も
モ
ー
タ
ー
だ
け
で

走
行
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
投

入
、
車
種
も
小
型
車
か
ら
大

型
車
ま
で
順
次
拡
大
す
る
。

　
日
本
で
エ
コ
カ
ー
の
代
名

詞
に
な
っ
た
Ｈ
Ｖ
に
も

死

角

は
あ
る
。
技
術
が
世
界

の
中
で
孤
立
し
て
し
ま
う

「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」
だ
。

年
の
米
市
場
に
占
め
る
Ｈ
Ｖ

の
割
合
は
２
―
３
％
、
中
国

で
は
０
・
１
％
以
下
と
振
る

わ
な
い
。
ネ
ッ
ク
と
な
る
の

は
割
高
感
と
技
術
の
難
し
さ

だ
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ホ
ン

ダ
は
高
価
な
電
池
の
コ
ス
ト

削
減
を
一
段
と
進
め
る
他
、

米
国
や
中
国
で
は
Ｈ
Ｖ
を
電

池
な
ど
の
基
幹
部
品
を
含
め

て
現
地
生
産
化
す
る
方
針
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
米
フ
ォ
ー

ド
・
モ
ー
タ
ー
や
独
Ｂ
Ｍ
Ｗ

と
共
同
開
発
す
る
な
ど
、

虎
の
子
の
技
術
を
抱
え
込

む
戦
略
を
転
換
す
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
で
は
こ
の
２
年
で

大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。

年
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
独
Ｂ

Ｍ
Ｗ
の
２
社
、

年
１
月
に

は
日
産
・
仏
ル
ノ
ー
連
合
、

独
ダ
イ
ム
ラ
ー
、
米
フ
ォ
ー

ド
・
モ
ー
タ
ー
の
４
社
が
Ｆ

Ｃ
Ｖ
の
共
同
開
発
で
提
携

し
、
世
界
の
２
大
陣
営
が
誕

生
し
た
か
ら
だ
。

　
水
素
と
空
気
中
の
酸
素
を

化
学
反
応
さ
せ
て
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
得
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率

が
高
く
、
排
出

す
る
の
は
水
だ

け
。
同
じ
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
Ｅ
Ｖ
の
よ
う
に
航
続
距

離
や
燃
料
の
充
填
時
間
の
制

約
も
な
い
。
し
か
し
、
普
及

に
は
か
つ
て
は
１
台
当
た
り

１
億
円
と
言
わ
れ
た
車
両
価

格
の
高
さ
と
水
素
充
電
イ
ン

フ
ラ
が
課
題
で
、
ど
の
企
業

も
単
独
で
行
う
の
は
難
し

い
。
陣
営
づ
く
り
に
よ
っ
て

量
販
効
果
や
各
国
政
府
へ
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
働
き
か
け

を
効
果
的
に
進
め
よ
う
思
惑

が
見
え
る
。

　
先
行
す
る
の
は
ト
ヨ
タ
自

動
車
、
ホ
ン
ダ
、
独
ダ
イ
ム

ラ
ー
、
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー

タ
ー
ズ

Ｇ
Ｍ

の
４
社
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は

年
に
５

０
０
万
円
以
下
の
市
販
車
を

日
米
欧
に
投
入
し
、
さ
ら
に

独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
は

年
を
め
ど

に
次
世
代
シ
ス
テ
ム
を
共
同

開
発
す
る
。
日
産
・
ル
ノ
ー

の
陣
営
は

年
、
ホ
ン
ダ
も

「

年
に
日
米
欧
で
市
販
車

を
発
売
す
る
」

伊
東
孝
紳

社
長

。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
陣

営
が
固
ま
る
中

で
注
目
さ
れ
る
の
が
ホ
ン
ダ

の
動
向
だ
。
現
在
は
単
独
で

開
発
・
実
用
化
を
進
め
て
い

る
が
、
２
大
陣
営
が
技
術
の

融
和
や
規
模
を
生
か
し
て
コ

ス
ト
削
減
に
拍
車
を
か
け
れ

ば
、
今
の
技
術
優
位
性
を
保

持
し
続
け
ら
れ
る
か
は
不
透

明
だ
か
ら
だ
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
で
出

遅
れ
た
世
界
大
手
に
と
っ
て

は
、
ホ
ン
ダ
の
技
術
は
主
導

権
争
い
に
参
入
す
る
た
め
に

は
魅
力
的
。
自
主
路
線
を
貫

く
ホ
ン
ダ
だ
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
を

足
が
か
り
に
環
境
技
術
開
発

の
陣
営
づ
く
り
に
動
く
可
能

性
も
あ
る
。


